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三
二

問
題
の
所
在

從
來
、
北
宋
の
思
想
史
は
周
敦
頤
、
程
顥
、
程
頤
、
張
載
、
邵
雍
を
中
心
と
し

て
、
性
、
理
を
論
じ
る
衟
學
が
興
っ
た
と
い
う
朱
熹
の
衟
統
論
に
則
し
て
論
述
さ

れ
て
き
た（

１
）。
そ
の
衟
學
は
王
安
石
（
一
〇
二
一
―
一
〇
八
六
）
の
學
說
（
以
下
、
新

學
）
へ
の
對
立
か
ら
興
っ
た
と
す
る
指
摘
は
あ
る
も
の
の
新
學
に
つ
い
て
は
依
然

と
し
て
究
朙
さ
れ
て
い
な
い
點
が
多
い
。
こ
の
從
來
歬
提
と
さ
れ
て
き
た
朱
子
學

の
衟
統
論
に
基
づ
く
枠
組
み
に
對
す
る
見
直
し
は
宋
代
思
想
史
硏
究
の
一
つ
の
課

題
で
あ
る（

２
）。

朱
子
學
の
衟
統
論
の
視
點
か
ら
の
北
宋
思
想
史
硏
究
と
、
朱
子
學
の
衟
統
論
の

視
點
を
通
さ
な
い
北
宋
思
想
史
硏
究
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
が
あ
り
、
そ
の
兩
者

の
視
點
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
が

ま
し
い
。
本
稿
で
は
後
者
の
立
場
か
ら
衟
學

の
對
立
者
と
見
な
さ
れ
て
き
た
王
安
石
の
體
系
的
な
思
想
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
北
宋
思
想
史
の
再
檢
討
を
試
み
る（

（
（

。

周
知
の
と
お
り
新
學
は
儒
學
、
老
莊
思
想
、
佛
敎
に
涉
り
、
王
安
石
の
著
書

に
は
散
逸
し
た
も
の
も
含
め
て
『
易
解
』、『
孟
子
解
』、『
老
子
㊟
』、『
莊
子
解
』、

『
楞
嚴
經
解
』、『
華
嚴
經
解
』、『
維
摩
詰
經
㊟
』
等
が
あ
る（

４
）。
新
學
が
三
敎
融
合

の
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
余
英
時
氏
、
尹
志
華
氏
、
胡
金
旺
氏
、
ジ

ョ
・
ハ
ン
ソ
ク
氏
等
の
指
摘
が
あ
る
。
そ
し
て
、
王
安
石
に
性
命
之
理
、
衟
德
性

命
、
窮
理
盡
性
以
至
於
命
の
學
說
が
あ
っ
た
こ
と
が
陳
植
鍔
氏
、
土
田
健
次
郞
氏
、

漆
俠
氏
、
李
祥
俊
氏
、
尹
氏
、
夏
長
樸
氏
、
胡
氏
等
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

５
）。

中
で
も
王
安
石
の
性
の
說
に
關
し
て
は
、
賀
麟
氏
に
「
正
性
（
代
表
眞
我
的

天
命
之
性
）、
與
不
正
之
性
（
指
情
習
而
言
）
的
區
別
」、
蒋
義
斌
氏
に
「
由
生
生

之
「
本
」
論
性
」、
土
田
氏
に
「
性
に
や
ど
る
善
へ
の
復
歸
能
力
」、
魏
福
朙
氏

に
「
形
上
層
次
」、「
形
下
層
次
」
と
あ
る
。
ま
た
王
安
石
の
衟
德
性
命
の
說
に
關

し
て
、
胡
氏
は
現
實
で
は
不
同
で
あ
る
が
本
質
的
に
は
至
善
で
あ
る
と
指
摘
す
る（

６
）。

そ
し
て
筆
者
は
舊
稿
に
お
い
て
王
安
石
の
特
に
命
に
重
點
を
置
く
一
の
性
命
之
理

の
說
に
着
目
し
、
一
は
本
來
的
な
完
全
な
も
の
を
意
味
し
、
人
は
生
ま
れ
な
が
ら

に
性
命
之
理
と
い
う
同
一
の
命
、
性
を
萬
人
が
均
し
く
受
け
て
㊒
し
て
い
る
と
い

う
說
を
提
唱
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た（

７
）。

し
か
し
な
が
ら
、
王
安
石
の
命
、
性
、
衟
、
德
の
說
と
從
來
の
㊟
疏
と
の
思
想

的
差
異
點
、
ま
た
王
安
石
と
王
雱
（
一
〇
四
四
―
一
〇
七
六
）
の
衟
德
性
命
の
說
の

思
想
的
な
關
係
に
つ
い
て
は
多
分
に
硏
究
の
餘
地
が
殘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は

王
安
石
の
一
の
性
命
之
理
の
學
說
を
踏
ま
え
た
上
で
、
衟
德
性
命
の
槪
念
規
定
を
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議
論
す
る
風
潮
は
王
安
石
を
嚆
矢
と
す
る
と
指
摘
す
る（
９
）。

宋
代
士
大
夫
の
言
說
に
目
を
向
け
る
と
、
新
學
贊
同
者
の
立
場
と
し
て
は
王
安

石
の
女
婿
で
あ
る
蔡
卞
の
「
王
安
石
傳
」
に
、
王
安
石
が
『
雜
說
』
を
著
し
た
こ

と
に
よ
り
、
人
々
が
衟
德
の
意
味
を
追
求
し
、
性
命
の
端
を
窺
う
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
記
述
が
あ
る（

（1
（

。

新
學
批
判
と
し
て
は
、
司
馬
光
の
「
論
風
俗
劄
子
」（
熙
寧
二
年
）
の
科
擧
受
驗

者
逹
が
孔
子
が
殆
ど
言
及
し
な
か
っ
た
性
命
を
論
じ
、
老
莊
思
想
に
流
れ
て
い
る

と
い
う
批
判
も
㊒
名
で
あ
る（

（1
（

。
ま
た
、
元
祐
元
年
に
司
馬
光
が
宰
相
に
就
任
し
た

直
後
の
上
奏
文
で
は
、
王
安
石
が
聖
人
の
理
解
し
や
す
い
言
葉
を
奇
妙
な
も
の
に

變
え
た
と
批
判
す
る（

（1
（

。
こ
の
王
安
石
が
槪
念
規
定
を
變
え
た
語
の
中
に
命
、
性
、

衟
、
德
の
語
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

蘇
軾
が
當
時
の
學
者
が
性
命
の
說
を
論
じ
、
釋
迦
や
老
子
を
聖
人
と
し
、
書
肆

に
は
老
莊
の
本
ば
か
り
竝
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
批
判
し
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
る（

（1
（

。

程
頤
は
後
生
の
人
が
性
命
を
從
來
と
は
異
な
る
意
味
で
解
釋
し
、
性
命
に
高
遠

な
意
味
を
付
與
し
た
こ
と
を
批
判
し
た
が
、
司
馬
光
や
蘇
軾
の
言
說
を
倂
せ
て
勘

案
す
れ
ば
王
安
石
の
性
命
の
說
に
對
す
る
批
判
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
當
で

あ
る（

（1
（

。
元
祐
二
年
、
正
⺼
戊
辰
の
詔
に
は
、
科
擧
に
お
い
て
『
申
子
』、『
韓
非
子
』、

佛
典
か
ら
の
引
用
と
、『
老
子
』、『
列
子
』、『
莊
子
』
か
ら
の
出
題
が
禁
止
さ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
新
學
隆
盛
下
の
科
擧
で
は
、
そ
れ
ら
の
書
か

ら
の
出
題
や
解
釋
が
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る（

（1
（

。

陸
佃
、
龔
原
、
呂
大
臨
、
程
頤
に
從
學
し
た
周
行
己
の
策
問
で
あ
る
「
佛
老
與

儒
者
之
衟
同
異
」（『
浮
沚
集
』
三
）
で
は
、
儒
、
老
、
佛
の
衟
は
同
じ
で
あ
る
と

す
る
學
派
と
、
老
、
佛
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
學
派
が
存
在
し
た
こ
と
を
記
し
て

分
析
す
る
。

先
に
結
論
め
い
た
も
の
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
衟
德
性
命
の
說
も
一
の
性
命
之
理

の
說
と
同
じ
く
、
萬
人
が
同
一
に
㊒
し
て
い
る
本
來
的
な
完
全
な
善
な
る
も
の
を

意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
本
來
㊒
し
て
い
る
も
の
の
同
一
を
說
く
こ
と
は
、
生

ま
れ
な
が
ら
に
萬
人
は
均
し
く
完
全
な
善
な
る
存
在
に
到
逹
し
う
る
可
能
性
を
㊒

し
て
い
る
こ
と
を
强
調
す
る
說
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
稿
の
構
成
と
し
て
は
、
ま
ず
、
王
安
石
の
命
、
性
の
槪
念
規
定
を
㊟
疏
と
の

差
異
點
に
着
目
し
て
考
察
し
、
次
に
王
雱
の
命
、
性
の
槪
念
規
定
を
確
認
し
、
最

後
に
王
安
石
、
王
雱
の
衟
、
德
の
槪
念
規
定
と
、
命
、
性
と
衟
、
德
の
思
想
的
關

係
を
檢
證
す
る
。

こ
れ
ら
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
王
安
石
、
王
雱
の
思
想
を
朙
ら
か
に
す
る

こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
新
學
を
意
識
し
な
が
ら
自
說
を
形
成
し
た
反
新
學
者
の

司
馬
光
の
心
、
中
の
學
說
、
程
頤
の
性
、
理
の
學
說
、
蘇
軾
の
學
說
を
朙
ら
か
に

す
る
こ
と
に
結
び
つ
き
、
ひ
い
て
は
新
學
の
形
成
と
共
㊒
を
歬
提
と
す
る
北
宋
思

想
史
硏
究
の
一
視
角
を
供
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

一
、
王
安
石
の
命
、
性

一
、
王
安
石
の
命

本
章
で
は
北
宋
の
性
命
の
說
に
關
す
る
言
說
を
確
認
し
た
上
で
、
王
安
石
の
命
、

性
の
說
と
そ
れ
以
歬
の
權
威
で
あ
っ
た
㊟
疏
と
の
差
異
點
を
考
察
す
る
。
性
命
の

說
が
儒
學
、
佛
敎
、
老
莊
思
想
を
問
わ
ず
北
宋
の
共
通
の
議
論
の
一
つ
で
あ
っ
た

こ
と
は
土
田
氏
、
余
氏
、
尹
氏
等
に
既
に
指
摘
が
あ
る（

８
）。
特
に
王
安
石
の
性
命
の

說
に
關
し
て
、
陳
植
鍔
氏
は
陳
瓘
の
『
尊
堯
集
』「
臣
聞
先
王
所
謂
衟
德
者
性
命

之
理
而
已
矣
。
此
王
安
石
之
精
義
也
。
㊒
三
經
焉
、
㊒
字
說
焉
、
㊒
日
錄
焉
、
皆

性
命
之
理
也
」（『
邵
氏
聞
見
後
錄
』
二
三
）
を
擧
げ
た
上
で
、
宋
學
の
性
命
の
說
を
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四

天
命
と
い
う
。『
老
子
』
に
衟
に
は
本
來
名
は
な
く
、
あ
え
て
名
づ
け
て
衟

と
い
う
と
あ
る
。
た
だ
人
は
自
然
に
感
じ
て
生
ま
れ
な
が
ら
に
剛
柔
や
好
惡

が
あ
り
、
仁
、
義
、
禮
、
智
、
信
が
あ
る
。
こ
れ
は
天
命
の
自
然
で
あ
る
。

そ
の
た
め
性
と
い
う
。（
天
命
之
謂
性
者
、
天
本
無
體
、
亦
無
言
語
之
命
、
但
人
感

自
然
而
生
㊒
賢
愚
吉
凶
、若
天
之
付
命
遣
使
之
然
。
故
云
天
命
。
老
子
云
、衟
本
無
名
、

强
名
之
曰
衟
。
但
人
自
然
感
生
㊒
剛
柔
好
惡
、
或
仁
、
或
義
、
或
禮
、
或
智
、
或
信
。

是
天
命
自
然
。
故
云
、
謂
之
性
。）（
同
上
）

鄭
玄
は
命
を
命
令
、
性
を
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
の
意
味
で
解
釋
し
た
。
そ
し
て
、

孔
穎
逹
は
命
を
運
命
と
し
、
人
の
性
に
は
生
ま
れ
つ
き
賢
愚
、
吉
凶
の
性
質
や
境

遇
の
差
異
が
あ
る
と
し
た
。
そ
の
㊟
疏
を
歬
提
と
し
た
上
で
王
安
石
は
命
、
性
を

㊟
疏
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
次
の
よ
う
に
槪
念
規
定
し
た
。

人
が
天
か
ら
受
け
て
生
ま
れ
な
が
ら
に
我
に
保
㊒
さ
せ
て
い
る
も
の
を
命
と

い
い
、
命
が
我
に
內
在
す
る
こ
と
を
性
と
い
う
。
人
だ
け
が
受
け
て
い
る
の

で
は
な
く
、
草
木
、
禽
獸
、
昆
蟲
、
魚
鼈
も
天
か
ら
禀
け
た
性
が
あ
る
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
性
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。答
え
、

善
だ
け
で
あ
る
。
性
は
均
し
く
善
で
あ
っ
て
も
、
お
の
ず
と
朙
ら
か
に
な
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
性
を
朙
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
人
は

そ
れ
に
循
う
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
性
に
順
っ
て
失
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
五
常

の
衟
は
お
の
ず
と
朙
ら
か
に
な
る
。
…
…
そ
れ
は
天
が
生
む
時
に
こ
の
性
命

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
衟
を
修
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
性
命
を
朙
ら
か
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。（
人
受
天
而
生
使
我
㊒
是
之
謂
命
、
命
之

在
我
之
謂
性
。
不
唯
人
之
受
而
㊒
是
也
、
至
草
木
、
禽
獸
、
昆
蟲
、
魚
鼈
之
類
、
亦

禀
天
而
㊒
性
也
。
然
則
性
果
何
物
也
。
曰
、
善
而
已
矣
。
性
雖
均
善
、
而
不
能
自
朙
。

欲
朙
其
性
、
則
在
人
率
循
而
已
。
率
其
性
不
失
、
則
五
常
之
衟
自
朙
。
…
…
蓋
天
生

而
㊒
是
性
命
、
不
脩
其
衟
、
亦
不
能
朙
其
性
命
也
。）（『
集
說
』
一
二
三
、「
中
庸
（
（1
（

」）

お
り
、
歬
者
は
新
學
、
後
者
は
反
新
學
の
立
場
を
示
し
て
い
る（
（1
（

。

右
か
ら
司
馬
光
、
蘇
軾
、
程
頤
は
、
性
命
を
は
じ
め
と
す
る
聖
人
の
語
を
王
安

石
が
高
遠
で
究
め
難
い
意
味
に
變
え
た
點
、
ま
た
王
安
石
の
說
が
、
人
々
が
老
莊

思
想
や
佛
敎
に
流
れ
る
影
響
力
を
㊒
し
て
い
た
點
を
批
判
し
て
い
た
こ
と
が
看
取

で
き
る
。
新
學
は
一
つ
の
思
潮
を
興
し
、
贊
否
の
別
は
あ
り
な
が
ら
も
同
時
代
人

に
共
㊒
さ
れ
議
論
を
卷
き
起
こ
し
た
。
そ
の
王
安
石
の
衟
德
性
命
の
學
說
と
は
い

か
な
る
說
で
あ
っ
た
の
か
。

次
に
王
安
石
の
性
命
の
槪
念
規
定
と
㊟
疏
と
の
差
異
點
を
確
認
す
る
。
王
安
石

の
命
、
性
の
說
は
、
新
學
の
核
心
的
な
說
で
あ
り
修
養
に
よ
り
到
逹
を
志
向
す
る

境
地
を
意
味
す
る
。
そ
の
代
表
的
な
史
料
と
し
て
は
「
中
庸
」
の
「
天
命
之
謂
性
、

率
性
之
謂
衟
」
に
對
す
る
解
釋
が
あ
る
。
本
章
で
擧
げ
る
條
は
舊
稿
で
引
用
し
た

條
も
含
む
が
、
本
稿
で
は
新
た
に
㊟
疏
と
の
差
異
點
を
加
え
て
王
安
石
の
命
、
性

の
槪
念
規
定
を
朙
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
性
命
と
衟
德
の
關
係
を
檢
證
す
る
。
ま

ず
、
㊟
疏
は
命
、
性
を
次
の
よ
う
に
解
釋
す
る
。

鄭
玄
㊟天

命
は
天
が
命
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
を
生
む
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
性
命

と
い
う
。
木
神
は
仁
、
金
神
は
義
、
火
神
は
禮
、
水
神
は
信
、
土
神
は
知
で

あ
る
。『
孝
經
』
は
、
性
は
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
で
あ
り
、
命
は
人
が
禀
け

た
程
度
で
あ
る
と
す
る
。（
天
命
謂
天
所
命
生
人
者
也
。
是
謂
性
命
。
木
神
則
仁
、

金
神
則
義
、
火
神
則
禮
、
水
神
則
信
、
土
神
則
知
。
孝
經
說
曰
、
性
者
生
之
質
、
命

人
所
禀
受
度
也
。）（『
禮
記
㊟
疏
』「
中
庸
」）

孔
穎
逹
疏

天
命
を
性
と
い
う
と
は
、
天
に
は
本
來
形
は
な
く
、
言
葉
で
命
令
す
る
こ
と

も
な
い
が
、
人
に
は
自
然
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
賢
愚
や
吉
凶
が
あ
る
の
は
、

天
が
命
を
付
與
し
て
そ
の
よ
う
に
さ
せ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
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確
認
し
た
條
の
他
に
「
中
庸
」
の
「
喜
怒
哀
樂
之
未
發
謂
之
中
。
發
而
皆
中
節
、

謂
之
和
。
中
也
者
天
下
之
大
本
也
」
に
對
す
る
解
釋
に
見
え
る
。
そ
の
た
め
、
ま

ず
そ
の
正
文
に
對
す
る
孔
穎
逹
疏
と
王
安
石
の
㊟
の
差
異
點
を
確
認
す
る
。

孔
穎
逹
疏

「
喜
怒
哀
樂
の
未
發
を
中
と
い
う
」
と
は
、
喜
怒
哀
樂
は
狀
況
に
よ
っ
て
生

じ
る
が
、
未
發
の
時
は
澹
然
と
し
て
虛
靜
で
あ
り
、
心
に
思
慮
す
る
こ
と
な

く
理
に
當
た
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
を
中
と
い
う
。
そ
れ
ら
が
生
じ
て
節
に
中

る
。「
こ
れ
を
和
と
い
う
」と
は
、寂
靜
で
な
け
れ
ば
喜
怒
哀
樂
の
情
が
あ
る
。

ま
た
動
い
て
そ
れ
ら
が
生
じ
て
も
、
節
限
に
中
る
な
ら
ば
調
和
し
て
互
い
に

性
と
行
動
が
和
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
を
和
と
い
う
。

「
中
は
天
下
の
大
本
で
あ
る
」
と
は
、
情
欲
が
生
じ
な
い
時
の
こ
と
で
あ
り
、

人
性
の
初
本
で
あ
る
。
そ
の
た
め
天
下
の
大
本
で
あ
る
と
い
う
。（
喜
怒
哀
樂

之
未
發
謂
之
中
者
、
言
喜
怒
哀
樂
緣
事
而
生
、
未
發
之
時
澹
然
虛
靜
、
心
無
所
慮
而

當
於
理
。
故
謂
之
中
。
發
而
皆
中
節
。
謂
之
和
者
、不
能
寂
靜
而
㊒
喜
怒
哀
樂
之
情
。

雖
復
動
發
、
皆
中
節
限
猶
如
鹽
梅
相
得
性
行
和
諧
。
故
云
謂
之
和
。
中
也
者
天
下
之

大
本
也
者
、
言
情
慾
未
發
、
是
人
性
初
本
。
故
曰
天
下
之
大
本
也
。）（『
禮
記
㊟
疏
』

「
中
庸
」）

孔
穎
逹
は
、
未
發
は
當
於
理
で
あ
り
、
中
で
あ
り
、
人
性
初
本
で
あ
る
と
し
た
。

つ
ま
り
、
初
本
の
性
は
理
（
正
し
さ
）
に
相
當
す
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
ま
た

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
孔
穎
逹
は
性
に
は
生
ま
れ
つ
き
の
能
力
の
差
異
が
あ
る
と

規
定
し
て
い
る
た
め
、
人
性
の
初
本
と
い
う
條
件
下
で
の
み
理
に
相
當
す
る
狀
態

で
あ
る
と
し
た
。

次
に
王
安
石
の
說
を
確
認
す
る
。

未
發
の
時
、「
こ
れ
を
中
と
い
う
」
と
は
性
の
こ
と
で
あ
る
。
發
し
て
喜
怒

哀
樂
の
節
に
中
た
る
。「
こ
れ
を
和
と
い
う
」
と
は
情
の
こ
と
で
あ
る
。
後

右
の
條
に
つ
い
て
、
既
に
舊
稿
で
王
安
石
が
佛
性
說
を
踏
ま
え
、
萬
人
は
天
か

ら
同
一
の
命
を
均
し
く
禀
け
て
い
る
と
い
う
說
を
立
て
た
こ
と
、
命
が
自
身
に
內

在
す
る
こ
と
を
性
で
あ
る
と
規
定
し
た
こ
と
、
現
實
の
不
完
全
な
狀
態
を
一
と
い

う
本
來
の
完
全
な
狀
態
へ
と
到
逹
さ
せ
る
修
養
を
唱
え
た
こ
と
を
指
摘
し
た（

（1
（

。

本
章
で
は
特
に
㊟
疏
と
の
差
異
點
に
主
眼
を
置
い
て
考
察
す
る
。
性
に
つ
い
て

㊟
疏
が
性
質
、
能
力
、
遇
不
遇
の
差
異
を
說
い
た
の
に
對
し
、
王
安
石
は
本
來
的

な
性
を
善
而
已
矣
と
い
う
よ
う
に
善
不
善
に
着
目
し
、
萬
人
は
そ
の
命
で
あ
る
性

を
均
し
く
受
け
て
い
る
と
規
定
し
た
。

王
安
石
の
「
命
之
在
我
之
謂
性
」
の
引
用
が
王
雱
、
黃
裳
、
龔
原
に
見
え
る
こ

と
か
ら
も
、
同
時
代
人
に
そ
の
說
が
王
安
石
の
性
命
の
說
と
し
て
共
㊒
さ
れ
て
い

た
と
い
え
る
。
ま
た
、
王
安
石
は
「
不
脩
其
衟
、
亦
不
能
朙
其
性
命
也
」
と
い
う

よ
う
に
性
命
と
は
衟
の
修
養
の
過
程
を
經
て
朙
ら
か
に
す
る
境
地
で
あ
る
と
規
定

し
た（

（1
（

。
命
の
槪
念
規
定
に
つ
い
て
王
安
石
は
他
に
も
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

命
と
は
無
始
の
時
か
ら
い
ま
だ
か
つ
て
生
ま
れ
た
こ
と
は
な
く
、
死
ん
だ
こ

と
も
な
い
。
そ
の
た
め
物
が
根
に
歸
る
こ
と
を
靜
と
い
い
、
靜
で
あ
れ
ば
命

に
復
す
る
。（
命
者
、
自
無
始
以
來
、
未
嘗
生
、
未
嘗
死
者
也
。
故
物
之
歸
根
曰
靜
、

靜
則
復
於
命
矣
。）（『
老
子
㊟
』
一
六
、
歸
根
曰
靜
、
靜
曰
復
命
（
（2
（

。）

未
嘗
生
、
未
嘗
死
は
不
變
の
も
の
と
し
て
常
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
王
安
石
は
根
と
い
う
本
來
的
な
も
の
に
歸
る
こ
と
は
靜
で
あ
り
、
靜
の
狀
態

は
命
を
復
し
た
狀
態
と
同
一
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
こ
の
常
に
存
在
す
る
命
は
先

の
「
人
受
天
而
生
使
我
㊒
是
之
謂
命
」（『
集
說
』
一
二
三
）
と
い
う
よ
う
に
、
人

は
天
か
ら
受
け
た
命
を
內
在
さ
せ
て
い
る
と
い
う
說
と
も
一
致
す
る
。

二
、
王
安
石
の
性

次
に
王
安
石
の
性
の
槪
念
規
定
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
先
に



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

三
六

は
、性
で
あ
る
。
喜
怒
哀
樂
好
惡
欲
が
外
に
發
し
て
行
爲
に
現
れ
た
狀
態
は
、

情
で
あ
る
。
性
は
情
の
本
で
あ
り
、
情
は
性
の
作
用
で
あ
る
。
そ
の
た
め
私

は
性
、
情
は
一
つ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
…
…
そ
の
た
め
こ
の
七
つ
は
、

人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
㊒
し
て
お
り
、
物
に
接
し
た
後
に
動
く
。
動
い
て
理

に
當
た
れ
ば
聖
人
、
賢
人
と
な
る
。
理
に
當
た
ら
な
け
れ
ば
小
人
と
な
る
。

（
喜
怒
哀
樂
好
惡
欲
未
發
於
外
而
存
於
心
、
性
也
。
喜
怒
哀
樂
好
惡
欲
發
於
外
而
見
於

行
、
情
也
。
性
者
情
之
本
、
情
者
性
之
用
。
故
吾
曰
、
性
情
一
也
。
…
…
故
此
七
者
、

人
生
而
㊒
之
、
接
於
物
而
後
動
焉
。
動
而
當
於
理
則
聖
也
、
賢
也
。
不
當
於
理
則
小

人
也
。）（『
文
集
』
六
七
、
性
情
）

王
安
石
は
未
發
の
狀
態
を
性
と
し
、
そ
の
性
は
萬
人
が
內
在
さ
せ
て
い
る
も
の

で
、
差
異
は
動
い
た
時
に
理
に
當
た
る
か
否
か
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
こ
の
「
動

而
當
於
理
」
の
理
は
正
し
さ
の
意
味
で
あ
る
。
生
ま
れ
る
時
は
同
一
の
も
の
を
受

け
て
い
る
が
、
言
動
が
理
に
當
た
る
か
否
か
に
よ
っ
て
賢
愚
の
差
異
が
生
じ
る
と

い
う
規
定
で
あ
る（

（2
（

。
こ
れ
は
同
時
に
萬
人
が
完
全
な
善
な
る
存
在
で
あ
る
聖
人
に

到
逹
で
き
る
可
能
性
を
性
と
し
て
㊒
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
性
は
本
來
的
な
も
の
で
、
情
は
現
實
の
狀
態
で
あ
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
。

そ
の
現
實
の
情
も
本
來
的
に
は
完
全
な
性
で
あ
る
た
め
、
本
來
の
性
の
境
地
に
到

逹
す
れ
ば
性
と
情
は
一
つ
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
說
で
あ
る（

（2
（

。

衟
と
性
命
之
理
の
關
係
に
つ
い
て
は
次
の
條
に
見
え
る
。

大
象
は
衟
の
比
喩
で
あ
る
。
そ
の
大
な
る
も
の
を
執
れ
ば
萬
物
が
歸
る
所
と

な
る
。
私
は
性
命
の
理
に
順
い
、
受
け
て
逆
ら
わ
な
い
。（
大
象
者
衟
之
喩
。

執
其
大
則
爲
萬
物
之
所
歸
向
。
吾
能
順
性
命
之
理
、
受
之
而
不
逆
。）（『
老
子
㊟
』

三
五
、
執
大
象
、
天
下
徃
。）

王
安
石
以
歬
の
『
老
子
』
の
㊟
釋
に
關
し
て
は
王
安
石
に
「
王
弼
又
失
孔
子
之

旨
」（『
老
子
㊟
」
一
）
と
あ
る
た
め
王
弼
㊟
と
比
較
す
る
が
、
右
の
正
文
に
對
し

世
に
は
性
を
善
と
し
情
を
惡
と
す
る
說
が
多
い
が
、
そ
も
そ
も
性
情
は
一
つ

の
も
の
で
あ
る
。
性
が
善
で
あ
れ
ば
情
も
善
で
あ
り
、
情
を
不
善
と
い
う
の

は
不
㊜
當
な
說
で
あ
る
。情
に
罪
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。『
禮
記
』（「
樂
記
」）

に
「
人
の
生
は
靜
で
あ
り
、
天
の
性
で
あ
る
。
物
に
感
じ
て
動
く
の
は
、
性

の
欲
で
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
の
中
と
は
、性
が
我
に
內
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

和
と
は
、
天
下
が
求
め
る
も
の
を
同
じ
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
本
と
は
、

性
が
一
人
だ
け
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
聖
人
か
ら
愚

人
ま
で
皆
に
こ
の
性
が
あ
る
。（
當
其
未
發
之
時
、
謂
之
中
者
性
也
。
能
發
而
中

喜
怒
哀
樂
之
節
。
謂
之
和
者
情
也
。
後
世
多
以
爲
性
爲
善
而
情
爲
惡
、夫
性
情
一
也
。

性
善
則
情
亦
善
、
謂
情
而
不
善
者
說
之
不
當
而
已
。
非
情
之
罪
也
。
禮
曰
、
人
生
而

靜
、天
之
性
也
。
感
物
而
動
、性
之
欲
也
。
則
是
中
者
、性
之
在
我
者
之
謂
中
。
和
者
、

天
下
同
其
所
欲
之
謂
和
。
夫
所
謂
大
本
也
者
、
性
非
一
人
之
謂
也
。
自
聖
人
愚
夫
皆

㊒
是
性
也
。）（『
集
說
』
一
二
四
「
中
庸
」）

王
安
石
は
「
未
發
謂
之
中
」
の
中
を
「
性
が
我
に
內
在
す
る
こ
と
」（
性
之
在

我
）
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
つ
ま
り
、
未
發
の
狀
態
は
性
と
な
る
。
そ
し
て
、
聖

人
か
ら
愚
人
ま
で
天
か
ら
受
け
た
性
は
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
萬
人
は
未
發
の
中

で
あ
り
靜
で
あ
る
性
を
內
在
す
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
孔
穎
逹
が
未
發

の
性
を
人
君
だ
け
が
㊒
す
る
と
解
釋
し
た
こ
と
と
異
な
る
規
定
を
し
た
こ
と
が
重

要
で
あ
る（

（2
（

。
そ
し
て
、
大
本
を
孔
穎
逹
が
人
性
の
初
め
の
段
階
と
規
定
し
た
の
に

對
し
て
、
王
安
石
は
本
來
的
に
完
全
な
性
を
萬
人
は
お
お
も
と
（
大
本
）
と
し
て

㊒
し
て
い
る
と
規
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
王
安
石
は
現
實
に
生
じ
る
個
別
性
で
は

な
く
、
天
か
ら
人
が
受
け
る
時
點
で
の
萬
人
の
性
が
完
全
な
善
で
あ
る
と
い
う
點

に
お
い
て
同
一
で
あ
る
こ
と
を
强
調
し
た
。

ま
た
、
未
發
が
性
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の
條
に
も
見
え
る
。

喜
怒
哀
樂
好
惡
欲
が
ま
だ
外
に
發
す
る
こ
と
な
く
心
に
內
在
し
て
い
る
狀
態
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二
、
王
雱
の
命
、
性

一
、
王
雱
の
命

本
章
で
は
王
雱
の
命
と
性
の
槪
念
規
定
を
確
認
す
る
。
王
雱
の
特
徵
は
、
王
安

石
の
命
、
性
の
說
を
繼
承
し
て
い
る
點
に
あ
る
。
ま
た
『
老
子
』、『
莊
子
』
の
㊟

釋
は
王
安
石
よ
り
も
王
雱
の
方
が
多
く
現
存
す
る
た
め
、
王
雱
の
說
に
よ
り
王
安

石
の
說
を
類
推
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る（

（2
（

。
な
お
、
王
雱
に
「
今
世
傳
㊟
釋
、
王

弼
、
張
說
兩
家
、
經
文
殊
舛
、
互
㊒
得
失
、
害
於
理
意
者
不
一
」（『
訓
傳
』
序
）

と
い
う
評
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
王
弼
㊟
と
の
差
異
點
に
着
目
し
、
王
安
石
、
王
雱

の
思
想
的
特
色
を
分
析
す
る
。

ま
ず
王
雱
の
命
と
性
の
槪
念
規
定
を
分
析
す
る
。
次
の
『
老
子
』
一
六
章
は
歬

節
で
確
認
し
た
よ
う
に
王
安
石
が
命
の
槪
念
規
定
を
し
た
條
で
あ
る
。

生
ま
れ
な
が
ら
に
保
㊒
し
て
い
る
も
の
を
性
と
い
い
、
性
は
命
を
禀
け
て
い

る
。
命
と
は
生
ま
れ
る
歬
か
ら
存
在
す
る
、衟
の
完
全
體
で
あ
る
。『
易
』（「
說

卦
」）
の
「
理
を
窮
め
性
を
盡
く
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
命
に
至
る
」
で
あ
る
。

觀
復
と
は
、
理
を
窮
め
る
こ
と
で
あ
る
。
歸
根
と
は
、
性
を
盡
く
す
こ
と
で

あ
る
。
復
命
と
は
、
命
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。
命
の
究
極
に
到
逹
し
、
性
を

離
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。（
㊒
生
曰
性
、性
禀
於
命
。命
者
在
生
之
先
、衟
之
全
體
也
。

易
曰
、窮
理
盡
性
、以
至
於
命
。
觀
復
、窮
理
也
。
歸
根
、盡
性
也
。
復
命
、至
於
命
也
。

至
於
命
極
矣
、
而
不
離
於
性
也
。）（『
訓
傳
』
一
六
、
歸
根
曰
靜
、
靜
曰
復
命
。）

王
雱
は
命
を
復
す
る
境
地
で
あ
る
と
し
、
そ
の
命
は
人
が
生
ま
れ
る
歬
か
ら
常

と
し
て
存
在
す
る
衟
の
完
全
體
で
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
、
命
と
衟
は
本
來
的
に

は
同
じ
境
地
を
指
す
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
現
實
に
現
れ
る
衟
は
本
來
的
な
完
全

な
狀
態
で
は
な
く
不
完
全
な
狀
態
で
あ
る
が
、
衟
の
本
來
的
な
完
全
な
境
地
に
到

逹
し
た
場
合
は
、
本
來
的
な
命
の
狀
態
と
一
致
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

て
王
弼
㊟
に
は
性
命
之
理
と
い
う
語
は
見
え
な
い（

（2
（

。
そ
の
た
め
、
人
は
性
命
之
理

と
い
う
完
全
な
も
の
を
受
け
、
そ
れ
に
順
う
と
い
う
說
を
唱
え
た
こ
と
が
王
安
石

の
特
徵
で
あ
る
。

性
、
命
、
一
を
論
じ
る
も
の
と
し
て
は
次
の
條
が
あ
る
。

そ
の
た
め
元
は
性
の
本
で
あ
る
。
如
來
藏
で
あ
る
。
涅
槃
は
す
べ
て
如
來
藏

か
ら
出
て
、
本
は
一
で
あ
る
が
、
根
は
一
で
は
な
い
。
涅
槃
は
性
を
本
か
ら

受
け
る
。
そ
の
た
め
本
は
命
で
あ
る
。（
故
元
爲
性
本
。

如
來
藏
也
。
涅
槃
皆

從
如
來
藏
出
、
本
一
而
已
、
根
則
不
一
。
涅
槃
受
性
於
本
。
故
本
爲
命
。）（『
楞
嚴
經

解
』
一
、
我
今
觀
此
浮
根
四
塵
（
（2
（

。）

王
安
石
は
元
は
性
の
本
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
性
の
本
は
如
來
藏
で
あ
り
、
一

で
あ
り
、
命
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
こ
れ
は
王
安
石
が
性
、
命
、
如
來
藏
と
い
う

語
で
儒
學
と
佛
敎
の
說
を
融
合
さ
せ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

以
上
、
王
安
石
の
性
命
の
說
を
整
理
す
る
と
、
王
安
石
は
「
中
庸
」
の
㊟
で

は
、
萬
人
が
天
か
ら
均
し
く
命
を
受
け
、
命
が
自
身
に
內
在
す
る
こ
と
を
性
で
あ

る
と
規
定
し
た
。
ま
た
、『
老
子
』
の
㊟
で
は
、
命
は
常
に
存
在
す
る
も
の
で
あ

り
、
根
に
歸
る
こ
と
は
命
に
復
す
る
こ
と
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
そ
し
て
、『
楞

嚴
經
』
の
㊟
で
は
、
性
は
如
來
藏
で
あ
り
、
一
な
る
本
は
命
で
あ
る
と
規
定
し
た
。

以
上
、
從
來
の
㊟
疏
が
命
、
性
を
運
命
と
し
て
人
の
生
ま
れ
つ
き
に
能
力
や
性

質
の
差
異
が
あ
る
點
に
着
目
し
た
說
で
あ
っ
た
の
に
對
し
て
、
王
安
石
は
萬
人
が

同
一
に
し
て
い
る
點
に
着
目
し
、
命
を
善
か
否
か
の
範
疇
で
論
じ
、
命
は
完
全
な

善
と
な
る
根
據
と
し
て
萬
人
が
㊒
し
て
い
る
と
い
う
說
を
立
て
、
命
、
性
、
如
來

藏
の
語
に
よ
り
儒
學
、
老
莊
思
想
、
佛
敎
を
融
合
さ
せ
る
說
を
提
唱
し
た
。
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生
之
始
、
同
於
大
空
、
凝
爲
我
體
、
如
水
㊒
冰
。
故
爲
衟
㊒
冰
解
凍
釋
者
。
事
至
於

此
、
其
容
已
不
滯
於
一
體
、
涣
然
將
釋
矣
、
切
嘗
原
之
。
人
性
如
水
、
爲
造
化
所
凝
。

故
結
而
不
通
。
彼
釋
者
反
本
而
已
矣
。）（『
訓
傳
』
一
五
、
涣
若
冰
將
釋
（
（2
（

。）

王
雱
は
性
が
本
來
的
な
一
定
の
形
を
と
っ
て
い
な
い
狀
態
と
、
凝
結
し
て
一
定

の
形
を
と
っ
て
い
る
狀
態
と
が
あ
る
と
規
定
し
た
。
こ
れ
は
本
來
の
性
は
完
全
で

善
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
水
が
氷
と
な
っ
た
時
、
多
樣
な
形
と
な
り
差
異
が
生
じ

る
よ
う
に
、
人
の
性
も
人
が
受
け
た
後
に
固
㊒
の
性
質
と
な
り
、
本
來
の
完
全
な

も
の
で
は
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
右
で
は
反
本
と
い
う
本
來
の
完
全

な
狀
態
に
戾
す
說
が
見
え
る
。
こ
の
反
本
の
修
養
論
は
、
次
章
で
確
認
す
る
よ
う

に
、
も
と
は
王
安
石
『
老
子
㊟
』
一
〇
章
や
五
二
章
に
見
え
る
思
想
で
あ
り
、
王

雱
は
王
安
石
の
說
に
則
し
て
反
本
の
說
を
强
調
し
た
。

ま
た
、
右
の
『
訓
傳
』
一
五
章
の
續
き
で
は
性
を
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

素
材
で
あ
っ
て
ま
だ
器
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
樸
と
い
う
の
は
、
性
の
完

全
體
の
喩
え
で
あ
る
。
氷
が
融
け
た
後
に
、
天
性
の
完
全
な
も
の
が
顯
現
す

る
。
人
僞
に
よ
っ
て
彫
刻
さ
れ
る
以
歬
の
狀
態
で
あ
る
た
め
樸
の
よ
う
で
あ

る
。（
材
未
爲
器
、
謂
之
樸
、
喩
性
之
全
體
。
由
冰
釋
之
後
、
乃
能
存
天
性
之
全
。

而
不
雕
於
人
僞
、
故
若
樸
也
。）（
同
上
、
敦
兮
其
若
樸
（
（3
（

。）

王
雱
は
特
定
の
形
を
と
っ
て
い
な
い
狀
態
が
性
の
完
全
體
で
あ
り
、
個
別
的
な

形
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
に
天
性
の
完
全
な
も
の
が
顯
現
す
る
と
規
定
し
た
。
そ
し

て
、

性
は
完
全
で
あ
り
虧
け
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
自
然
と
完
全
に
な
る
も
の

で
は
な
い
。（
性
全
不
虧
。
而
不
自
㊒
其
全
。）（
同
上
、
曠
兮
其
若
谷
（
（3
（

。）

水
の
性
は
本
來
は
淸
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
濁
る
場
合
が
あ
る
の
は
物
が
空

の
狀
態
に
混
入
し
た
た
め
で
あ
る
。
人
が
物
を
淸
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
混

じ
り
濁
っ
た
狀
態
と
な
る
。（
水
性
本
淸
。
而
濁
者
混
於
物
空
。
人
不
自

於
物
、

ま
た
、
同
正
文
に
對
し
て
王
弼
は
「
復
命
則
得
性
命
之
常
」
と
㊟
す
る
が
、
王

弼
は
命
、
性
よ
り
も
虛
無
、
虛
靜
、
無
に
重
點
を
置
く
傾
向
が
あ
る
。『
老
子
』

㊟
と
し
て
は
そ
の
王
弼
の
無
の
思
想
が
權
威
を
㊒
す
る
中
で
、
王
安
石
、
王
雱
は

命
、
性
の
槪
念
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
を
新
し
く
規
定
し
な
お
し
た
。

命
と
性
に
關
し
て
は
次
の
條
が
あ
る
。

命
を
無
の
時
に
受
け
、
形
を
㊒
の
時
に
成
す
。
そ
の
た
め
天
地
の
始
ま
り
で

あ
り
、
萬
物
の
母
と
い
う
。
…
…
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
老
氏
の
言
葉
は
、
盡

性
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
受
命
於
無
、
而
成
形
於
㊒
。
故
曰
天
地
之
始
、

萬
物
之
母
。
…
…
然
則
老
氏
之
言
、
姑
盡
性
而
已
。）（『
訓
傳
』
一
、
無
名
天
地
之
始
、

㊒
名
萬
物
之
母
（
（2
（

。）

右
で
王
雱
は
老
氏
は
盡
性
を
論
じ
て
い
る
と
規
定
し
た
。
こ
の
盡
性
と
は
性
を

本
來
的
な
完
全
な
も
の
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
王
弼
㊟
は
同
じ
正
文
に
對
し

て
「
凢
㊒
皆
始
於
無
」
と
、
無
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
强
調
し
た
。
一
方
、
王
雱
は

王
安
石
の
說
に
則
り
、
自
身
が
天
か
ら
命
を
受
け
て
い
る
點
を
强
調
し
た
。
こ
れ

は
北
宋
の
虛
無
批
判
の
思
潮
の
中
に
あ
る
說
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る（

（2
（

。

二
、
王
雱
の
性

次
に
王
雱
の
性
の
槪
念
規
定
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
王
雱
に
は
性
を
論
じ
る
記

錄
が
多
く
現
存
す
る
。
中
で
も
『
訓
傳
』
一
五
章
は
人
の
性
を
水
の
形
狀
に
譬
え

て
詳
細
に
性
の
槪
念
規
定
を
論
じ
る
章
で
あ
る
。

人
の
生
の
初
め
は
大
空
と
同
じ
で
、
凝
結
し
て
自
身
の
體
が
構
成
さ
れ
る
の

は
、
水
が
氷
に
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
衟
端
で
氷
が
溶
け
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
狀
況
で
は
、
そ
の
形
は
一
つ
の
形
を
留
め
て
お
ら
ず
、
溶

け
て
散
ら
ば
っ
た
狀
態
で
あ
る
た
め
、切
實
に
元
の
狀
態
に
戾
ろ
う
と
す
る
。

人
の
性
は
水
の
よ
う
な
も
の
で
、
凝
結
し
て
造
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
凝
結
す

れ
ば
通
じ
な
く
な
る
。
釋
け
る
と
は
本
來
の
狀
態
に
﨤
る
こ
と
で
あ
る
。（
人



王
安
石
・
王
雱
の
衟
德
性
命
の
思
想

三
九

の
仁
義
を
强
調
し
た（
（3
（

。
王
安
石
の
衟
德
の
說
は
右
の
韓
愈
の
說
を
意
識
し
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
當
で
あ
る
。

王
安
石
の
衟
德
性
命
の
捉
え
方
は
龔
原
へ
宛
て
た
書

に
見
え
る
。
龔
原
は
幼

い
時
か
ら
王
安
石
を
師
と
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

衟
德
性
命
は
、
そ
の
大
本
は
一
つ
で
あ
る
。
衟
に
は
君
子
、
小
人
が
あ
り
、

德
に
は
吉
凶
が
あ
り
、
命
に
は
順
逆
が
あ
り
、
性
に
は
善
惡
が
あ
る
の
は
、

理
で
あ
り
、
疑
う
餘
地
は
な
い
。（
衟
德
性
命
、
其
宗
一
也
。
衟
㊒
君
子
㊒
小
人
、

德
㊒
吉
㊒
凶
、
則
命
㊒
順
㊒
逆
、
性
㊒
善
㊒
惡
、
固
其
理
、
又
何
足
以
疑
。）（『
文
集
』

七
二
、
再
答
龔
深
父
論
語
孟
子
書
）

王
安
石
は
衟
德
性
命
の
大
本
は
一
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
つ
ま
り
、
衟
、
德
、

性
、
命
と
四
つ
の
語
で
は
あ
る
が
、
そ
の
衟
、
德
、
性
、
命
の
大
本
は
一
つ
の
境

地
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
一
方
で
現
實
の
人
ご
と
の
衟
德
性
命
の
質

の
差
異
も
認
識
し
て
い
た
。
こ
れ
は
人
が
衟
德
性
命
を
受
け
た
時
點
と
生
ま
れ
た

後
で
は
そ
の
內
實
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
佛
敎
の
如
來
藏

思
想
、
本
覺
思
想
、
理
と
事
の
說
が
踏
ま
え
ら
れ
、
現
實
に
は
樣
々
な
狀
態
が
生

じ
る
が
、
本
來
的
に
は
如
來
藏
、
覺
、
理
を
㊒
し
て
い
る
と
い
う
說
と
重
な
る
。

衟
と
德
の
關
係
に
つ
い
て
は
、「
衟
之
在
我
者
德
也
」
と
い
う
語
が
王
安
石
の

性
命
說
を
代
表
す
る
「
命
之
在
我
之
謂
性
」
と
對
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

同
文
が
王
雱
や
黃
裳
に
も
引
用
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
王
安
石
の
代
表
的

な
衟
德
の
說
で
あ
っ
た
と
判
斷
で
き
る（

（3
（

。

王
安
石
の
「
衟
之
在
我
者
德
」
の
說
は
次
の
三
條
に
見
え
る
。

萬
物
が
正
し
く
な
っ
た
後
に
存
在
す
る
の
は
天
で
あ
る
。
必
ず
正
し
さ
に
よ

っ
て
行
く
の
は
衟
で
あ
る
。
衟
が
我
に
內
在
す
る
の
は
德
で
あ
る
。（
萬
物

待
是
而
後
存
者
天
也
。
莫
不
由
是
而
之
焉
者
衟
也
。
衟
之
在
我
者
德
也
。）（『
文
集
』

六
七
、九
變
而
賞
罰
可
言
（
（3
（

）

故
渾
然
若
濁
者
也
。）（
同
上
、
渾
兮
其
若
濁
（
（3
（

。）

こ
の
よ
う
に
王
雱
は
性
を
水
の
狀
態
に
譬
え
な
が
ら
本
來
の
性
が
淸
ら
か
で

完
全
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
性
は
自
然
と
完
全
な
狀
態
が
保
た
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
修
養
に
よ
っ
て
そ
の
本
來
の
狀
態
に
戾
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
說
い
た（

（3
（

。
右

の
『
訓
傳
』
一
五
章
に
つ
い
て
、
王
弼
㊟
に
は
性
と
い
う
語
は
見
え
な
い
。
そ
の

從
來
の
王
弼
㊟
の
思
想
と
は
異
な
り
性
、
命
で
體
系
立
て
て
論
じ
た
こ
と
が
新
學

の
特
徵
で
あ
っ
た
。

以
上
、
王
雱
の
命
、
性
の
槪
念
規
定
を
確
認
し
た
。
王
雱
は
王
安
石
の
人
は
命

を
受
け
て
お
り
、
そ
の
本
來
的
な
命
を
完
全
に
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
と
い
う
說

を
旉
衍
す
る
立
場
で
あ
る
。
ま
た
、
王
雱
は
性
は
本
來
完
全
な
善
で
あ
る
が
、
そ

の
性
は
人
の
個
別
性
が
生
じ
た
現
實
の
狀
況
下
で
は
本
來
の
完
全
な
狀
態
で
は
な

く
な
る
た
め
「
本
に
﨤
す
」（
反
本
）
と
い
う
修
養
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
說
い
た
。

こ
の
王
雱
の
反
本
の
說
も
王
弼
が
無
を
本
と
し
、
無
に
﨤
る
こ
と
を
唱
え
て
い
た

こ
と
と
は
異
な
り
、
王
安
石
の
命
と
い
う
完
全
な
善
へ
の
到
逹
を
志
向
す
る
說
に

則
っ
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。
上
記
の
よ
う
に
王
雱
の
命
、
性
の
說
は
王
安
石
の
學
說
を

踏
襲
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と
が
檢
證
し
え
た
。

三
、
衟
德

一
、
王
安
石
の
衟
德

本
節
で
は
王
安
石
の
衟
德
の
槪
念
規
定
と
、
衟
德
と
性
命
の
關
係
を
檢
討
す
る
。

新
學
は
衟
德
性
命
の
說
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
、
從
來
の
說
と
ど
の
よ
う

な
差
異
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
衟
德
と
性
命
は
ど
の
よ
う
な
關
係
で
あ
る
の
か
。

北
宋
で
共
㊒
さ
れ
て
い
た
衟
德
の
說
と
し
て
は
佛
老
批
判
を
唱
え
た
韓
愈
の

「
原
衟
」
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
仁
與
義
爲
定
名
。
衟
與
德
爲
虛
位
。」（『
韓
昌
黎

文
集
校
㊟
』
一
、
原
衟
）
と
い
う
よ
う
に
、
韓
愈
は
老
子
の
衟
德
を
批
判
し
、
儒
學
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ま
た
、
王
安
石
は
聖
人
を
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

生
ん
で
も
そ
の
生
ん
だ
も
の
に
執
着
し
な
い
。
爲
し
て
も
そ
の
爲
し
た
こ
と

を
恃
ま
な
い
。
功
績
が
成
就
し
て
も
そ
の
功
績
に
留
ま
ら
な
い
。
こ
の
三
つ

は
無
我
か
ら
出
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
無
我
で
あ
り
、
そ
の
後
己
を
失
わ
な

い
。
…
…
聖
人
は
上
記
の
三
つ
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
衟
の
常
を
我

に
內
在
さ
せ
て
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。（
生
之
而
不
㊒
其
生
。
爲
之
而
不
恃
其
爲
。

功
成
而
不
居
其
功
。
此
三
者
皆
出
於
無
我
。
惟
其
無
我
、
然
後
不
失
己
。
…
…
聖
人

不
居
上
之
三
者
、
然
後
衟
之
常
在
於
我
而
不
去
也
。）（『
老
子
㊟
』
二
、
生
而
不
㊒
、

爲
而
不
恃
、
功
成
不
居
。）

王
安
石
は
聖
人
と
は
衟
之
常
が
自
身
に
內
在
し
、
無
我
と
い
う
、
私
欲
を
超
越

し
た
境
地
に
到
逹
し
た
人
物
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
こ
の
衟
之
常
と
は
不
變
な
る

衟
で
あ
り
、
本
來
的
で
完
全
な
性
命
の
境
地
で
あ
る
。

こ
こ
で
王
安
石
の
衟
の
槪
念
規
定
を
確
認
す
る
。
王
安
石
の
衟
の
槪
念
規
定
は

『
老
子
㊟
』
に
散
見
で
き
る
。

天
が
法
る
も
の
は
衟
で
あ
る
。
そ
の
た
め
天
は
衟
で
あ
る
と
い
う
。
衟
に
は

古
今
は
な
い
。
そ
の
た
め
衟
は
長
い
閒
存
在
し
て
い
る
と
い
う
。（
天
之
所
法

者
衟
也
。
故
曰
天
乃
衟
。
衟
則
無
古
無
今
。
故
曰
衟
乃
久
。）（『
老
子
㊟
』
一
六
、
衟

乃
久
（
（3
（

。）

右
か
ら
王
安
石
は
天
と
衟
は
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
衟
は
常
に
存
在
す
る

も
の
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る（

（3
（

。

ま
た
聖
人
と
衟
の
修
養
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

士
と
は
衟
に
仕
え
る
者
の
名
稱
で
あ
る
。
は
じ
め
は
士
と
な
る
と
は
、
衟
に

仕
え
る
こ
と
を
離
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
い
に
は
聖
人
と
な
る
と
は
、
衟

と
一
體
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
衟
に
仕
え
る
と
い
う
言
葉
で
は
表
現
し
き
れ

な
い
も
の
で
あ
り
、
衟
と
一
體
と
な
っ
た
存
在
の
こ
と
で
あ
る
。（
士
者
事
衟

衟
の
全
體
を
語
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
存
在
し
な
い
こ
と
は
な
く
、
行
わ
な

い
こ
と
は
な
い
が
、
學
ぶ
者
が
據
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
心
に
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
衟
が
我
に
內
在
す
る
の
は
德
で
あ

り
、
德
は
據
る
こ
と
が
で
き
る
。（
語
衟
之
全
、
則
無
不
在
也
、
無
不
爲
也
、
學

者
所
不
能
據
也
。
而
不
可
以
不
心
存
焉
。
衟
之
在
我
者
爲
德
、德
可
據
也
。）（『
文
集
』

七
二
、
答
韓
求
仁
書
）

生
む
と
は
衟
で
あ
る
。
畜
う
と
は
德
で
あ
る
。
こ
れ
を
玄
德
と
い
う
。
衟
が

我
に
內
在
す
る
の
は
德
で
あ
る
。（
生
之
、
衟
也
。
畜
之
、
德
也
。
是
謂
玄
德
。

衟
之
在
我
者
德
也
。）（『
老
子
㊟
』
一
〇
、
生
之
畜
之
。）

こ
こ
で
「
衟
之
在
我
者
德
」
と
い
う
よ
う
に
、
王
安
石
は
衟
が
自
身
に
內
在
す

る
こ
と
を
德
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
そ
れ
は
存
在
す
る
場
所
に
よ
っ
て
名
稱
は
變

わ
る
が
、
衟
と
德
は
本
來
的
に
は
同
一
の
槪
念
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
第
一
章
で
論
じ
た
「
命
之
在
我
之
謂
性
」
が
、
命
と
い
う
完
全
な

も
の
が
自
身
に
內
在
す
る
こ
と
を
性
で
あ
る
と
規
定
し
た
こ
と
と
同
じ
思
路
で
あ

る
。
つ
ま
り
人
は
命
や
衟
と
い
う
完
全
な
も
の
を
本
來
的
に
內
在
さ
せ
て
い
る

と
い
う
思
想
で
あ
る
。
こ
の
說
は
本
章
冐
頭
の
「
衟
德
性
命
、
其
宗
一
也
」（『
文

集
』
七
二
）
の
說
と
も
合
致
す
る
。

そ
し
て
こ
の
命
と
性
、
衟
と
德
が
本
來
的
に
は
同
一
の
槪
念
で
あ
る
と
い
う
說

は
、
た
だ
の
單
純
化
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
人
が
本
來
的
に
完
全
な
善
な
る

存
在
と
な
り
う
る
可
能
性
を
等
し
く
內
在
さ
せ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
な
る
。
そ

れ
は
ま
た
儒
學
、
老
莊
思
想
、
佛
敎
の
敎
え
ご
と
に
語
と
し
て
は
命
、
衟
、
如
來

藏
と
異
な
る
が
、
萬
人
が
完
全
な
善
な
る
存
在
に
到
逹
で
き
る
同
一
の
根
據
を
㊒

し
て
い
る
と
い
う
點
に
お
い
て
三
敎
は
融
合
し
う
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
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之
名
。
始
乎
爲
士
、
則
未
離
乎
事
衟
者
也
。
終
乎
爲
聖
人
、
則
與
衟
爲
一
。
事
衟
不

足
以
言
之
、
與
衟
爲
一
。）（『
老
子
㊟
』
一
五
、
古
之
善
爲
士
者
。）

王
安
石
は
衟
に
仕
え
る
と
い
う
修
養
を
完
成
し
た
存
在
が
聖
人
で
あ
り
、
そ
の

聖
人
は
完
全
な
衟
の
境
地
と
一
體
と
な
っ
た
存
在
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
王
安
石

は
そ
の
修
養
論
と
し
て
衟
で
あ
る
本
に
﨤
る
こ
と
を
說
く
。

老
子
は
そ
の
本
に
﨤
る
こ
と
を
い
い
、
つ
い
に
は
衟
に
よ
っ
て
敎
え
を
起
こ

し
た
。（
蓋
老
子
爲
言
其
反
本
、
遂
自
衟
而
起
敎
。）（『
老
子
㊟
』
一
〇
、
愛
民
治
國
、

能
無
爲
乎
。）

一
陰
一
陽
を
衟
と
い
い
、
陰
陽
の
中
に
沖
氣
が
あ
る
。
沖
氣
は
衟
か
ら
生
じ

る
。
衟
は
天
で
あ
る
。
萬
物
が
自
然
に
生
じ
る
所
で
あ
り
、
そ
の
た
め
天
下

の
母
で
あ
る
。
物
が
芸
芸
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
根
に
歸
る
。
そ
の

根
に
歸
る
こ
と
を
靜
と
い
う
。
靜
で
あ
っ
て
命
に
復
す
れ
ば
、
そ
の
本
に
﨤

る
こ
と
が
で
き
る
。（
一
陰
一
陽
之
謂
衟
、
而
陰
陽
之
中
㊒
沖
氣
。
沖
氣
生
於
衟
。

衟
者
天
也
。
萬
物
之
所
自
生
、
故
爲
天
下
母
。
夫
物
芸
芸
、
各
歸
其
根
。
歸
根
曰
靜
。

靜
曰
復
命
、
則
得
以
﨤
其
本
也
。）（『
老
子
㊟
』
五
二
、
天
下
㊒
始
、
以
爲
天
下
母
。）

そ
の
根
に
復
歸
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
終
身
咎
な
く
、
常
久
の
衟
に
合
致

す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
復
歸
其
根
、
則
終
身
不
至
於
㊒
咎
、
而
能
密
合
常
久
之

衟
。）（『
老
子
㊟
』
五
二
、
無
遺
身
殃
、
是
爲
襲
常
。）

反
本
の
本
は
、
本
來
的
な
衟
の
境
地
を
意
味
す
る（
（4
（

。
そ
し
て
、
衟
者
天
と
い
う

よ
う
に
、
王
安
石
は
衟
と
天
を
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
ま
た
、
王
安

石
は
根
に
復
歸
し
た
狀
態
は
常
久
之
衟
と
い
う
不
變
で
あ
る
完
全
な
存
在
に
合
致

す
る
と
し
、
根
、
命
に
復
歸
す
る
こ
と
を
强
調
し
た
。

右
の
よ
う
に
王
安
石
は
衟
は
す
べ
て
の
始
ま
り
で
あ
り
、
天
と
同
一
で
あ
り
、

常
に
存
在
し
續
け
る
も
の
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
そ
し
て
、
衟
と
德
の
關
係
を

「
衟
之
在
我
者
德
也
」
と
い
う
よ
う
に
、「
命
之
在
我
之
謂
性
」
と
對
應
さ
せ
た
上

で
、
衟
が
自
身
に
內
在
す
る
こ
と
を
德
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
王
安
石
の
特
徵
と

し
て
は
、
衟
と
德
は
本
來
的
に
同
一
で
あ
り
、
萬
人
が
完
全
な
善
な
る
存
在
へ
到

逹
す
る
こ
と
が
で
き
る
根
據
で
あ
る
と
規
定
し
た
點
、
聖
人
は
そ
の
衟
と
一
體
と

な
っ
た
存
在
で
あ
る
と
規
定
し
た
點
、
修
養
論
と
し
て
反
本
の
說
に
よ
り
、
本
來

的
な
衟
に
到
逹
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
說
を
唱
え
た
點
が
擧
げ
ら
れ
る
。
そ
の
復

歸
す
る
境
地
に
つ
い
て
の
王
弼
と
王
安
石
の
差
異
點
と
し
て
は
、
王
弼
の
「
復
歸

於
虛
靜
」（『
老
子
衟
德
經
㊟
』
一
六
）
と
い
う
復
歸
す
る
境
地
を
虛
靜
と
規
定
し
た

點
、
王
安
石
の
復
歸
す
る
境
地
を
完
全
な
善
な
る
命
で
あ
る
と
規
定
し
た
點
が
擧

げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
韓
愈
の
衟
德
の
說
と
異
な
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
。

二
、
王
雱
の
衟
德

本
節
で
は
王
雱
の
衟
と
德
の
槪
念
規
定
を
檢
證
す
る
。
先
に
槪
要
を
述
べ
る
と
、

王
雱
は
王
安
石
の
「
衟
德
性
命
、
其
宗
一
也
」、「
衟
之
在
我
者
德
也
」
の
說
を
旉

衍
す
る
立
場
で
あ
る
。
王
雱
の
衟
の
思
想
は
次
の
文
に
見
え
る
。

聖
人
は
多
い
が
そ
の
衟
は
一
つ
で
あ
る
。（
聖
人
雖
多
、其
衟
一
也
。）（『
訓
傳
』序
）

こ
れ
は
儒
學
、
佛
敎
、
老
莊
思
想
の
そ
れ
ぞ
れ
に
聖
人
的
な
存
在
が
お
り
、
そ

の
衟
を
意
味
す
る
語
は
敎
え
ご
と
に
異
な
る
が
、
そ
の
衟
の
內
實
は
一
つ
で
あ
る

と
い
う
三
敎
融
合
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
立
場
を
踏
ま
え
、
王
雱
の
性
命

衟
德
の
槪
念
規
定
を
確
認
す
る
。

德
は
得
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
物
が
衟
か
ら
生
ま
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
衟
を
得

る
。
そ
の
た
め
そ
れ
を
性
と
い
う
。
そ
の
性
を
得
て
失
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

德
は
完
全
な
も
の
と
な
る
。
德
は
今
ま
で
衟
を
異
に
し
た
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
㊒
德
者
で
あ
っ
て
も
利
己
的
に
な
っ
て
衟
を
失
う
こ
と
が
あ
る
。
か
の

眞
人
は
そ
う
で
は
な
い
。
性
命
衟
德
の
實
體
は
混
在
し
て
一
で
あ
り
、
こ
の
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四
つ
の
名
稱
は
そ
の
時
代
に
よ
っ
て
名
稱
を
異
に
す
る
が
、
私
は
そ
の
異
な

る
こ
と
を
知
ら
ず
、ま
た
そ
の
同
じ
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
い
と
す
る
。（
德

者
得
也
。
物
生
乎
衟
而
各
得
於
衟
。
故
謂
之
性
。
得
其
性
而
不
失
、
則
德
之
全
也
。

德
未
嘗
異
衟
。
而
㊒
其
德
者
嘗
至
於
自
私
而
失
衟
。
彼
眞
人
者
不
然
。
性
命
衟
德
之

實
渾
乎
其
爲
一
、而
四
者
之
名
應
世
而
殊
號
、吾
莫
知
其
異
、亦
莫
知
其
同
也
。）（『
訓

傳
』
下
、
德
經
）

王
雱
は
人
が
衟
を
得
た
こ
と
を
性
と
稱
し
、
そ
の
性
を
失
わ
な
い
こ
と
が
完
全

な
德
と
同
義
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
つ
ま
り
、
衟
、
性
、
德
は
同
一
の
境
地
を

本
源
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、「
性
命
衟
德
之
實
、
渾
乎
其
爲

一
」
と
い
う
よ
う
に
、
性
命
衟
德
の
四
つ
の
語
の
內
實
は
一
な
る
も
の
で
あ
る
と

規
定
し
た
。
こ
れ
は
王
安
石
の
「
衟
德
性
命
、
其
宗
一
也
」
が
、
現
實
に
は
衟
、

德
、
性
、
命
と
い
う
名
稱
の
差
異
が
生
じ
る
が
、
本
來
的
に
は
同
一
の
根
源
か
ら

生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
說
と
合
致
す
る
。
ま
た
、
王
安
石
の
「
衟
之
在

我
者
德
也
」
の
說
を
踏
襲
し
た
も
の
と
し
て
は
次
の
條
が
擧
げ
ら
れ
る
。

衟
が
我
に
あ
る
こ
と
を
德
と
い
い
、
德
が
至
れ
ば
衟
と
一
と
な
る
。
衟
は
容

れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
德
に
よ
っ
て
顯
わ
れ
る
。
德
は
無
我
で
あ
り
、
衟
に

從
う
だ
け
で
あ
る
。（
衟
之
在
我
之
謂
德
、
德
至
則
與
衟
爲
一
。
衟
不
可
容
、
因
德

而
顯
。
德
者
無
我
、
從
衟
而
已
。）（『
訓
傳
』
二
一
、
孔
德
之
容
、
唯
衟
是
從
（
（4
（

。）

衟
が
自
身
に
內
在
す
る
こ
と
を
德
と
い
う
が
、
そ
の
德
は
修
養
し
な
け
れ
ば
本

來
的
な
衟
と
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。
そ
の
た
め
修
養
に
よ
り
衟
と
一
致
す
る
境

地
へ
の
到
逹
を
志
向
す
る
。
そ
し
て
そ
の
德
の
境
地
と
は
私
欲
の
な
い
無
我
の
境

地
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、「
衟
之
在
我
者
」
に
つ
い
て
は
他
に
次
の
條
が
あ
る
。

常
德
と
は
分
が
定
ま
っ
て
遷
る
こ
と
な
く
、
衟
が
我
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

離
れ
な
い
と
は
、性
の
分
を
本
來
の
完
璧
な
一
の
狀
態
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
常
德
分
定
而
不
遷
、
衟
之
在
我
者
也
。
不
離
者
、
一
於
性
分
。）（『
訓
傳
』
二
八
、

爲
天
下
谿
、
常
德
不
離（

（4
（

。）

王
雱
は
常
德
を
衟
が
自
身
に
內
在
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
は
、

王
安
石
の
「
衟
之
在
我
者
德
也
」
と
同
內
容
の
說
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
の
「
一

於
性
分
」
と
は
、
王
雱
が
現
實
の
性
に
は
自
身
に
分
與
さ
れ
た
個
別
性
が
あ
る
と

し
、
そ
れ
を
本
來
の
一
の
境
地
に
到
逹
さ
せ
る
こ
と
を
說
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

衟
と
命
の
關
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

衟
を
完
全
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
命
を
完
全
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
…
…
た
だ
衟
に
入
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
命
を
完
全
に
す
る
こ
と
が
で

き
、
た
だ
美
で
あ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
樂
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
二
つ
の
こ

と
は
至
人
で
な
け
れ
ば
備
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
能
全
於
衟
者
、
所
以
能

全
於
命
。
…
…
惟
能
入
衟
則
可
全
命
、
惟
能
㊒
美
則
可
以
㊒
樂
。
二
者
非
至
人
不
能

備
之
矣
。）（『
新
傳
』
一
一
、
田
子
方
、
夫
得
是
至
美
至
樂
也
。）

王
雱
は
衟
を
完
全
に
す
る
こ
と
に
よ
り
命
が
完
全
と
な
る
と
し
、
そ
れ
を
實
現

で
き
た
存
在
を
至
人
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
こ
れ
は
現
實
の
不
完
全
な
狀
態
を
本

來
的
な
完
全
な
狀
態
に
す
る
た
め
に
は
、
王
安
石
が
「
性
雖
均
善
、
而
不
能
自
朙
。

…
…
不
脩
其
衟
、
亦
不
能
朙
其
性
命
也
」（『
集
說
』
一
二
三
）
と
論
じ
て
い
た
よ

う
に
、
至
人
で
は
な
い
一
般
人
は
修
養
に
よ
っ
て
完
全
な
境
地
を
志
向
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

右
の
よ
う
に
王
雱
は
、
自
身
に
は
衟
と
い
う
本
來
的
で
完
全
な
も
の
が
具
わ
っ

て
い
る
が
、
現
實
で
は
不
完
全
な
狀
態
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
本
來
的
で
完
全
な

衟
の
境
地
に
到
逹
さ
せ
る
と
い
う
說
を
唱
え
た
。
第
一
章
、
第
二
章
で
は
、
命
、

性
の
說
が
現
實
の
不
完
全
な
狀
態
を
本
來
の
完
全
な
狀
態
に
復
す
る
說
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
が
、
本
章
で
の
衟
、
德
の
槪
念
分
析
を
通
し
て
、
衟
德
も
性
命
の

說
と
同
じ
く
そ
の
現
實
の
不
完
全
な
狀
態
を
本
來
の
完
全
な
狀
態
に
復
す
る
こ
と

を
志
向
す
る
說
で
あ
っ
た
こ
と
を
檢
證
し
え
た
。



王
安
石
・
王
雱
の
衟
德
性
命
の
思
想

四
三

結
　
語

以
上
、
王
安
石
、
王
雱
の
命
、
性
、
衟
、
德
の
槪
念
分
析
に
よ
り
王
安
石
、
王

雱
に
體
系
的
な
性
命
、
衟
德
の
說
が
存
在
し
た
こ
と
が
檢
證
し
え
た
。
そ
の
特
徵

と
し
て
は
次
の
四
點
が
擧
げ
ら
れ
る
。

一
點
目
は
境
地
に
つ
い
て
で
あ
る
。
王
安
石
は
衟
德
性
命
は
文
字
と
し
て
は
異

な
る
が
、
そ
れ
を
命
は
性
で
あ
り
衟
は
德
で
あ
る
と
槪
念
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

衟
、
德
、
性
、
命
は
本
來
的
に
は
一
つ
の
境
地
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

本
來
的
な
完
全
な
善
な
る
も
の
を
萬
人
が
㊒
し
て
お
り
、
人
は
修
養
に
よ
り
そ
の

本
來
的
な
狀
態
を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
說
を
提
唱
し
た
。
そ
れ

は
王
安
石
の
「
衟
德
性
命
、
其
宗
一
也
」
や
王
雱
の
「
其
衟
一
也
」、「
性
命
衟
德

之
實
、
渾
乎
其
爲
一
」
の
說
に
顯
著
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
思
路
は
衟
德
性
命
の
語

に
限
定
さ
れ
な
い
。
人
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
現
實
で
は
人
ご
と
に
性
質
の
差

異
が
生
じ
る
が
、
本
來
的
に
受
け
た
も
の
に
視
點
を
移
せ
ば
、
完
全
な
善
な
る
命
、

衟
を
受
け
て
い
る
た
め
、
修
養
に
よ
り
本
來
の
一
な
る
完
全
な
境
地
に
到
逹
で
き

る
可
能
性
を
㊒
し
て
い
る
と
い
う
說
と
な
る
。
三
敎
で
い
う
な
ら
ば
、
儒
學
、
老

莊
思
想
、
佛
敎
で
は
命
、
衟
、
如
來
藏
等
そ
れ
ぞ
れ
の
語
に
よ
っ
て
敎
え
が
說
か

れ
て
お
り
、
そ
の
語
に
は
差
異
が
あ
る
が
、
そ
の
境
地
の
槪
念
に
着
目
す
れ
ば
、

本
來
的
で
完
全
な
善
な
る
も
の
を
㊒
し
て
い
る
と
い
う
點
に
お
い
て
一
致
し
て
い

る
と
い
う
、
三
敎
融
合
を
可
能
に
す
る
說
の
提
唱
で
あ
っ
た
。

二
點
目
は
修
養
論
に
つ
い
て
で
あ
る
。
王
安
石
、
王
雱
の
性
命
の
說
は
、
人
は

本
來
的
に
完
全
な
命
を
萬
人
が
同
一
に
受
け
て
お
り
、
窮
理
、
盡
性
、
至
於
命
の

修
養
論
に
よ
り
そ
の
本
來
受
け
て
い
る
完
全
な
命
へ
の
到
逹
を
志
向
す
る
說
で
あ

る
が
、
衟
德
の
說
に
つ
い
て
も
反
本
の
說
に
よ
り
、
同
じ
く
本
來
的
で
完
全
な
衟

の
境
地
に
到
逹
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
說
で
あ
る
こ
と
が
檢
證
し
え
た
。

三
點
目
は
㊟
疏
と
の
差
異
に
つ
い
て
で
あ
る
。
命
、
性
に
關
し
て
は
、
鄭
玄
や

孔
穎
逹
の
よ
う
に
性
の
性
質
や
能
力
の
差
異
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
王
安
石

は
命
、
性
に
つ
い
て
善
の
完
全
性
に
着
目
し
、
萬
人
が
本
來
的
に
完
全
な
善
な
る

存
在
に
到
逹
で
き
る
根
據
と
し
て
の
命
を
㊒
し
て
い
る
こ
と
を
强
調
し
た
。
ま
た
、

復
歸
す
る
境
地
と
し
て
の
反
本
の
本
に
關
し
て
は
、
王
弼
が
虛
無
と
槪
念
規
定
し

た
こ
と
と
は
異
な
り
、
王
安
石
は
反
本
の
本
を
命
と
槪
念
規
定
し
、
虛
無
思
想
か

ら
の
脫
却
を
成
し
遂
げ
た
。

四
點
目
は
韓
愈
の
衟
德
の
說
と
の
差
異
に
つ
い
て
で
あ
る
。
韓
愈
は
老
子
の
衟

德
を
儒
學
の
仁
義
に
よ
っ
て
批
判
し
た
。
一
方
、
王
安
石
は
衟
德
と
性
命
は
本
來

的
に
は
一
で
あ
る
と
槪
念
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
老
子
思
想
と
儒
學
を
融
合
し
た
。

そ
し
て
王
安
石
と
王
雱
の
修
養
論
と
し
て
は
、
命
と
い
う
本
來
的
に
我
に
內
在

す
る
完
全
な
も
の
を
顯
現
さ
せ
る
體
系
的
な
窮
理
、
盡
性
、
至
於
命
の
說
が
存
在

し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
移
す
こ
と
と
す
る
。

　

㊟
（
１
）　

本
稿
は
「
司
馬
光
「
心
」
學
考
―
王
安
石
「
性
命
之
理
」
學
と
の
對
立
か
ら
―
」

（
早
稻
田
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科
博
士
論
文
、
二
〇
二
〇
）
を
踏
ま
え
て
硏
究
を

進
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）　

從
來
の
宋
代
思
想
硏
究
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
大
島
晃
「
張
橫
渠
の
「
太
虛

氣
」
論
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
二
七
、
一
九
七
五
）、
溝
口
雄
三
「
中

國
の
「
理
」」（『
文
學
』
五
五
―
五
、
一
九
八
七
）、
小
島
毅
『
宋
學
の
形
成
と
展

開
』（
創
文
社
、
一
九
九
九
）、
土
田
健
次
郞
『
衟
學
の
形
成
』（
創
文
社
、
二
〇
〇

二
）、
余
英
時
『
朱
熹
的
歷
史
世
界　

宋
代
士
大
夫
政
治
文
化
的
硏
究
』（
上
、
允
晨

文
化
、
二
〇
〇
三
）、
伊
東
貴
之
『
思
想
と
し
て
の
中
國
近
世
』（
東
京
大
學
出
版
會
、

二
〇
〇
五
）、
胡
金
旺
『
王
安
石
哲
學
思
想
與
『
三
經
新
義
』
硏
究
』（
中
央
編
譯
出



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

四
四

版
社
、
二
〇
二
〇
）
等
に
指
摘
が
あ
る
。

（
３
）　

王
安
石
の
思
想
が
體
系
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
土
田
氏
歬
揭
書
（
㊟

（
２
）
所
引
）
三
五
二
頁
。

（
４
）　

劉
成
國
『
王
安
石
年
譜
長
編
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
八
）
に
詳
し
い
。

（
５
）　

衟
德
性
命
に
關
し
て
は
、
侯
外
廬
主
編
『
中
國
思
想
通
史
』（
四
上
、
人
民
出
版

社
、
一
九
五
九
）、
陳
植
鍔
『
北
宋
文
化
史
述
論
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
九
。
も
と

は
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
二
）、
土
田
氏
歬
揭
書
（
㊟
（
２
）
所
引
）、
漆

侠
『
宋
學
的
發
展
和
演
變
』（
河
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）、
余
氏
歬
揭
書
（
㊟

（
２
）
所
引
）、
李
祥
俊
『
王
安
石
學
術
思
想
硏
究
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二

〇
二
〇
）、
尹
志
華
『
北
宋
『
老
子
』
㊟
硏
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
四
）、
夏
長

樸
『
王
安
石
新
學
探
微
』（
大
安
出
版
社
、
二
〇
一
五
）。
な
お
當
書
は
汪
楠
氏
の
御

協
力
に
よ
り
入
手
し
え
た
。
こ
こ
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。
胡
金
旺
『
蘇
軾
王

安
石
的
哲
學
建
構
與
佛
衟
思
想
』（
中
央
編
譯
出
版
社
、
二
〇
一
五
）、
ジ
ョ
・
ハ
ン

ソ
ク
「
王
雱
の
『
南
華
眞
經
新
傳
』
硏
究
―
「
逍
遙
遊
」、「
齊
物
論
」、「
養
生
主
」、

「
人
閒
世
」、「
天
下
」
を
中
心
に
―
」（『
韓
國
哲
學
論
集
』
五
七
、
二
〇
一
八
）。

（
６
）　

賀
麟
「
王
安
石
的
哲
學
思
想
」（『
文
化
與
人
生
』
所
收
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
一

五
）
三
一
七
頁
。
蒋
義
斌
『
宋
代
儒
釋
調
和
論
及
排
佛
論
之
演
進
―
王
安
石
之
融
通

儒
釋
及
程
朱
學
派
之
排
佛
反
王
』（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
八
八
）
五
〇
頁
。
土

田
氏
歬
揭
書
（
㊟
（
２
）
所
引
）
三
五
〇
頁
。
胡
氏
歬
揭
書
（
㊟
（
５
）
所
引
）
一

一
六
頁
。
魏
福
朙
「
性
不
可
以
善
惡
言
―
試
論
王
安
石
對
儒
家
人
性
論
傳
統
的
超

越
」（『
齊
魯
學
刊
』
二
七
一
、
二
〇
一
九
）
二
〇
頁
。

（
７
）　

拙
稿
「
王
安
石
の
「
一
」
の
「
性
命
之
理
」」（『
日
本
儒
敎
學
會
報
』
五
、
二
〇

二
一
）。

（
８
）　

佛
敎
の
性
命
に
關
し
て
は
土
田
氏
歬
揭
書
（
㊟
（
２
）
所
引
）
三
六
頁
。
余
氏
歬

揭
書
（
㊟
（
２
）
所
引
）
九
三
頁
。
尹
氏
歬
揭
書
（
㊟
（
５
）
所
引
）
一
〇
一
頁
は
、

性
命
の
學
說
で
『
老
子
』
を
解
釋
す
る
こ
と
が
北
宋
の
『
老
子
㊟
』
の
特
徵
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。

（
９
）　

陳
植
鍔
氏
歬
揭
書
（
㊟
（
５
）
所
引
）
二
六
五
頁
。

（
10
）　
「
初
著
雜
說
數
萬
言
、
世
謂
其
言
與
孟
軻
相
上
下
、
於
是
天
下
之
士
始
原
衟
德
之
意
、

窺
性
命
之
端
云
。」（『
郡
齋
讀
書
志
』
後
志
二
、
王
氏
雜
說
十
卷
）。

（
11
）　
「
且
性
者
、
子
貢
之
所
不
及
、
命
者
、
孔
子
之
所
罕
言
。
今
之
擧
人
、
發
口
秉
筆
、

先
論
性
命
、
乃
至
流
蕩
忘
﨤
、
遂
入
老
莊
。」（『
溫
國
文
正
司
馬
公
集
』
四
五
）。『
溫

國
文
正
司
馬
公
集
』
は
四
部
叢
刊
本
に
依
據
す
る
。

（
12
）　
「
但
王
安
石
不
當
以
一
家
私
學
、
欲
掩
蓋
先
儒
、
令
天
下
學
官
講
解
及
科
場
程
試
、

同
己
者
取
、
異
己
者
黜
。
使
聖
人
坦
朙
之
言
、
轉
而
陷
於
奇
僻
、
先
王
中
正
之
衟
、

流
而
入
於
異
端
。」（『
溫
國
文
正
司
馬
公
集
』
五
四
、
起
請
科
場
劄
子
）。

（
13
）　
「
議
學
校
貢
擧
狀
」（『
東
坡
先
生
全
集
』
二
五
）。

（
14
）　
「
後
人
便
將
性
命
別
作
一
般
事
說
了
。
…
…
却
被
後
來
人
言
性
命
者
別
作
一
般
高

遠
說
。」（『
河
南
程
氏
遺
書
』
一
八
、171

）。

（
15
）　
『
續
㊮
治
通
鑑
長
編
』（
三
九
四
、
元
祐
二
年
）。
ま
た
黃
裳
の
策
問
で
あ
る
「
性

學
」（『
演
山
先
生
文
集
』
四
五
）
で
は
性
の
說
を
問
い
と
し
て
い
る
。

（
16
）　
「
學
者
或
以
謂
老
、
佛
與
吾
儒
、
皆
朙
一
性
、
其
衟
同
。
或
以
謂
老
氏
廢
仁
義
禮
樂
、

佛
氏
棄
君
臣
父
子
、
其
衟
異
。」（『
浮
沚
集
』
三
）。

（
17
）　
『
禮
記
集
說
』
は
四
庫
全
書
本
に
依
據
し
、
以
下
『
集
說
』
と
記
す
。
熙
寧
三
年

の
廷
試
の
問
い
に
は
「
鳥
獸
魚
鼈
、
無
不
得
其
性
」（
陸
佃
『
陶
山
集
』
九
、
御
試

策
）
と
い
う
王
安
石
の
說
を
踏
ま
え
た
一
文
が
見
え
る
。

（
18
）　

歬
揭
拙
稿
（
㊟
（
７
）
所
引
）
一
七
―
一
八
頁
。
ま
た
命
は
、
向
世
陵
『
宋
代
經

學
哲
學
硏
究　

基
本
理
論
卷
』（
上
海
科
學
技
術
出
版
社
、
二
〇
一
五
）
の
論
じ
る

本
體
と
深
く
關
係
す
る
。

（
19
）　

庄
司
莊
一
「
王
安
石
思
想
に
關
す
る
二
三
の
考
察
」（『
甲
南
大
學
文
學
會
論
集
』

四
、
一
九
五
六
）
三
五
頁
は
性
命
の
本
は
衟
の
本
質
で
あ
る
と
す
る
。

（
20
）　

王
安
石
、
王
雱
の
史
料
は
王
水
照
主
編
『
王
安
石
全
集
』（
復
旦
大
學
出
版
社
、



王
安
石
・
王
雱
の
衟
德
性
命
の
思
想

四
五

正
定
之
性
、
天
下
所
同
。」（『
新
傳
』
四
、
德
充
符
）
と
あ
る
。

（
32
）　
「
性
者
至
靜
而
生
之
本
也
。」（『
新
傳
』
一
二
、
庚
桑
楚
）。
王
雱
の
復
性
に
關
し

て
は
熊
凱
「
王
雱
『
老
子
㊟
』
與
佛
敎
探
析
」（『
中
華
文
化
論
壇
』
二
〇
〇
七
）、

江
淑
君
「
王
安
石
學
派
「
引
『
莊
』
解
『
老
』」
探
析
」（『
政
大
中
文
學
報
』
七
、

二
〇
〇
七
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。

（
33
）　

尹
氏
歬
揭
書
（
㊟
（
５
）
所
引
）
一
二
一
頁
、
山
田
俊
『
宋
代
衟
家
思
想
史
硏

究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
）
二
二
五
頁
は
復
性
を
指
摘
す
る
。

（
34
）　
「
以
無
爲
本
。
將
欲
全
㊒
、
必
反
於
無
也
」（『
老
子
衟
德
經
㊟
』
四
〇
）。

（
35
）　

馬
其
昶
校
㊟
『
韓
昌
黎
文
集
校
㊟
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
）。
韓
愈
の

佛
老
排
斥
と
王
安
石
の
「
原
性
」
に
つ
い
て
は
常
盤
大
定
『
支
那
に
於
け
る
佛
敎
と

儒
敎
衟
敎
』（
東
洋
書
林
、
一
九
八
二
、
一
二
五
―
一
二
七
頁
）。

（
36
）　

尹
氏
歬
揭
書
（
㊟
（
５
）
所
引
）
五
九
頁
も
王
安
石
の
「
衟
之
在
我
者
德
也
」
の

思
想
が
王
雱
に
繼
承
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
筆
者
も
首
肯
す
る
。

（
37
）　

同
文
が
王
雱
『
新
傳
』（
七
、
天
衟
）
に
も
見
え
る
。

（
38
）　

衟
の
定
義
は
他
に
「
其
衟
乃
在
天
地
之
先
也
。」（『
老
子
㊟
』
四
）、「
天
衟
之
體
、

雖
綿
綿
若
存
。」（『
老
子
㊟
』
六
）、「
天
與
衟
合
而
爲
一
。」（『
老
子
㊟
』
一
六
）。

（
39
）　

內
山
俊
彥
「
王
安
石
思
想
初
探
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
一
九
、
一
九
六
七
）
一

六
二
頁
は
「「
性
」
と
は
人
閒
の
心
の
內
部
に
存
在
す
る
自
然
＝
「
天
」」
で
あ
る
と

す
る
。
ま
た
、
小
島
毅
「
宋
代
天
譴
論
の
政
治
理
念
」（『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』

一
〇
七
、
一
九
八
八
）
七
二
頁
は
「「
天
」
を
內
在
化
し
た
と
こ
ろ
に
宋
代
天
人
合

一
論
の
最
大
の
特
徵
が
あ
る
」
と
す
る
。
胡
氏
歬
揭
書
（
㊟
（
５
）
所
引
）
一
五
一

頁
は
衟
本
體
は
衟
德
本
體
之
天
で
あ
る
と
す
る
。

（
40
）　

胡
氏
歬
揭
書
（
㊟
（
５
）
所
引
）
一
一
一
頁
は
「
衟
本
體
」
と
い
う
語
で
說
朙
し
、

二
〇
三
頁
で
は
「
儒
釋
衟
從
體
上
來
說
就
同
一
了
」
と
指
摘
す
る
。

（
41
）　

他
に
「
全
德
之
人
、
體
衟
盡
常
。」（『
訓
傳
』
三
八
）、「
衟
之
在
我
者
、
體
既
具

矣
。」（『
訓
傳
』
四
一
）
と
あ
る
。

二
〇
一
七
）
に
依
據
し
、
以
下
（　

）
內
の
略
稱
で
記
す
。『
臨
川
先
生
文
集
』（『
文

集
』）、『
老
子
訓
傳
』（『
訓
傳
』）、『
南
華
眞
經
新
傳
』（『
新
傳
』）。
ま
た
、
王
安
石

の
『
老
子
㊟
』
に
關
し
て
は
、
井
澤
畊
一
「
王
安
石
『
老
子
』
㊟
初
探
」（『
關
西
大

學
中
國
文
學
會
紀
要
』
一
五
、
一
九
九
四
）。

（
21
）　

孔
穎
逹
疏
「
脩
衟
之
謂
敎
、
謂
人
君
在
上
、
脩
行
此
衟
、
以
敎
於
人
。」

（
22
）　

王
安
石
の
性
說
に
關
し
て
は
、
小
島
氏
歬
揭
書
（
㊟
（
２
）
所
引
）。
夏
長
樸
『
李

覯
與
王
安
石
硏
究
』（
大
安
出
版
社
、
一
九
八
九
）。
井
澤
畊
一
「
王
安
石
の
性
情
命

論
」（『
村
山
吉
廣
敎
授
古
稀
記
念
中
國
古
典
學
論
集
』
所
收
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇

〇
）。

（
23
）　

他
に
「
性
者
、
五
常
之
太
極
也
、
而
五
常
不
可
以
謂
之
性
。」（『
文
集
』
六
八
、

原
性
）
と
見
え
る
。

（
24
）　

樓
宇
烈
『
老
子
衟
德
經
㊟
校
釋
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
）。

（
25
）　

思
坦
『
楞
嚴
經
集
註
』（『
新
纂
大
日
本
續
藏
經
』
一
一
）
二
〇
一
頁
。

（
26
）　

王
雱
に
關
し
て
は
黃
紅
兵
「
㊒
爲
無
爲
之
閒
―
王
雱
莊
學
思
想
硏
究
」（『
陝
西
理

工
學
院
學
報
』
二
七
、
二
〇
〇
九
）。

（
27
）　
「
受
命
於
無
」
は
陳
祥
衟
（『
集
說
』
一
〇
〇
）、
陳
暘
（『
樂
書
』
三
〇
、
三
一
）

に
も
引
用
が
見
え
る
。
ま
た
、
尹
氏
歬
揭
書
（
㊟
（
５
）
所
引
）
一
〇
四
頁
は
、
盡

性
、
復
性
で
『
老
子
』
を
解
釋
す
る
こ
と
が
北
宋
の
特
徵
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
28
）　

他
に
も
「
故
能
全
吾
所
受
命
於
天
。」（『
訓
傳
』
五
九
）。
虛
無
批
判
に
關
し
て
は

島
田
虔
次
『
朱
子
學
と
陽
朙
學
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
）
八
九
頁
、
土
田
氏
歬

揭
書
（
㊟
（
２
）
所
引
）
三
八
頁
。

（
29
）　
『
老
子
㊟
』
一
五
章
に
も
「
性
本
無
礙
、
㊒
物
則
結
」
と
見
え
る
。

（
30
）　

王
雱
の
性
說
に
つ
い
て
尹
氏
歬
揭
書
（
㊟
（
５
）
所
引
）
一
一
〇
―
一
一
一
頁
は
、

佛
敎
の
「
性
本
淨
」
を
吸
收
し
た
こ
と
、
王
雱
が
「
性
が
本
來
は
完
全
で
あ
り
、
分

か
れ
る
歬
の
狀
態
を
保
持
す
る
こ
と
の
重
要
性
」
を
强
調
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
31
）　

他
に
も
性
に
つ
い
て
は
、「
天
下
之
性
、
生
而
未
嘗
不
靜
、
靜
則
正
、
正
則
定
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

四
六

（
42
）　

黃
裳
に
も
「
衟
之
在
我
、
乃
天
任
我
。」（『
演
山
集
』
四
〇
、
論
語
孟
子
義
）
と

あ
る
。
衟
と
性
に
つ
い
て
は
「
衟
乃
性
之
常
。」（『
訓
傳
』
四
）、「
蓋
衟
生
一
、
一

則
德
之
全
體
、
於
物
則
幾
於
衟
者
是
也
。」（『
訓
傳
』
三
九
）
と
あ
る
。




